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東
大
寺
講
説

「三
部
経
釈
」
に
説
か
れ
る

「選
択
」
思
想

へ
の
疑
義

林

田

康

順

一
、

は
じ

め
に
～
問
題

の
所
在
～

近
時
、
機
辺
か
ら
仏
辺

へ
の
行
の
選
び
取
り
と
い
う
法
然
上
人

(以

下
、
尊
称
を
略
す
)
の
画
期
的
な
選
択
思
想
が
新
た
な
視
点
か
ら
注
目
さ

れ
、
筆
者
も
既
に

「選
択
と
偏
依
」
(「『選
択
集
』
に
お
け
る
善
導
弥
陀
化

身
説
の
意
義
～
選
択
と
偏
依
～
」
『仏
教
文
化
研
究
』
四
二
・四
三
合
併
)
、
あ

る
い
は
、

「選
択
と
念
仏

・
諸
行

の
勝
劣
義
」

(「法
然
上
人

「選
択
思
想
」

と

「勝
劣
難
易
二
義
」
を
め
ぐ
っ
て
」
『仏
教
論
叢
』
四
三
)
と
が
不
可
分
の

関
係

で
あ

る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
。

と
こ
ろ

で
、
そ
の

「選
択
」
と
い
う
用
語
は
、
管
見
で
は
法
然
の
著

作

の
中

で
東
大
寺
講
説

「三
部
経
釈
」
と

『逆
修
説
法
』
、
そ
し
て

『選

択
集
』
の
三
部

で
し
か
明
示
さ
れ
て
い
な
い
。
筆
者
は
、
か
つ
て
こ
の

点
に
注
目
し
、

「三
部
経
釈
」
に
用
い
ら
れ
た

「選
択
」
の
す
べ
て
の

使
用
例
が
、
実
は
い
わ
ゆ
る

「広
本
」
を
含
め
た

『選
択
集
』
に
説
か

れ
る
も
の
と
ま
つ
た
く
同
じ
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た

(「法
然
上

人

「選
択
」
思
想
の
先
例
考
」
『仏
教
論
叢
』
三
五
)。
本
稿
は
、
そ
の
枠
を

「選
取

・
選
捨

・
選
定
」
に
ま
で
広
げ

「三
部

経
釈
」

こ
そ
選
択
思
想

の
嗜
矢
で
あ
る
と
す
る
説
に
疑
義
を
呈
す
る
も

の
で
あ
る
。

二
、
東
大
寺
講

説

「
三
部
経
釈
」

に
説

か
れ

る

「選

択
」

そ
こ
で
、
『無
量
寿
経
釈
』
『観
無
量
寿
経
釈
』
『阿
弥
陀
経
釈
』
の

順
に

「選
択
・選
取
・選
捨
・選
定
」
の
語
を
提
示
し
検
討
を
施
し
た
い
。

①

『無
量
寿
経
釈
』

A
、
選
択
即
摂
取
の
文

(傍
線
筆
者
、
以
下
同
)

又
タ
大
阿
彌
陀
経
二云
ク其
.佛
即
チ選
二揮
シ,アニ
百

一
十
億
.佛
國
土
.中
,諸
天
人

民
.之
善
悪
國
土
.之
好
醜
↓～
中
略
～
何
ガ故
ゾ第
十
八
願
二選
二捨
シ
一
切
諸
行
↓

唯
ダ
偏
二選
二取
..ア念
佛
,
一
行
↓爲
{咲
.往
生
.本
願
↓
乎

(『昭
法
全
』
六
九
～
七

一
頁
)

こ
こ
に
は

「選
択
～
十
四
箇
所
」
「選
取
～
七
箇
所
」
「選
捨
～
七
箇

所
」
が
数
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
言
う
ま
で
も
な
く
こ
の
箇
所
は

『選

択
集
』
第
三
章
私
釈
と
同

一
で
あ
る
。
「三
部
経
釈
」
中

の

『選
択
集
』

と
の

一
致
箇
所
を
い
か
に
捉
え
る
か
に
つ
い
て
、
次
の
三
通
り
考
え
ら

56



東
大
寺
講
説

「三
部
経
釈
」
に
説
か
れ
る
「選
択
」
思
想
へ
の
疑
義

(林

田
)

れ
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
1

「は
じ
め
か
ら
あ
つ
た
」、
H

「も
と
も
と

あ
っ
た

『
選
択
集
』
と
ほ
ぼ
同
様
の
文
章
を

『選
択
集
』
を
基
に
改
変

し
た
」
、
皿

「ま

っ
た
く
な
か

っ
た
と
こ
ろ
に
そ
れ
ら
し
く
体
裁
が
整

う
よ
う
に
付
け
加
え
た
」

の
三
通
り
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
判
断

は

「三
部
経
釈
」
全
文
を
綿
密
に
比
較
検
討
し
た
上
で
決
定
し
て
ゆ
か

ね
ぼ
な
ら
な
い
し
、各
部
分
に
応
じ
て
そ
の
結
論
は
若
干
異
な
ろ
う
が
、

現
時
点
で
の
筆
者
の
判
断
で
は
皿
の
処
理
が
大
勢
を
占
め
る
べ
き
よ
う

に
思
わ
れ
、
本
稿
で
取
り
上
げ

る
数
箇
所
が
正
に
そ
れ
に
あ
た
る
。

こ
の
箇
所
は

「付
ン
正
宗
略略
.一.有
コ
四
段
一」

の

「
一
ニ
ハ
四
十
八
願
ノ

興
意
」
を
明
か
す
中
に
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
に
つ
い
て
説
か
れ
は
じ

め
た
途
端

、
唐
突
に
こ
の
選
択
即
摂
取
、
そ
れ
に
続
く
勝
劣
義
を
説
く

『選
択
集
』
と
の

一
致
箇
所
が
あ
ら
わ
れ
る
。
こ
の

一
致
箇
所
が
終
了

す
る
と

「諸
佛
.心
ト
云者
慈
悲
.爲
レ躰
ト
以
了
此
.平
等
.
慈
悲
↓普
ク
撮
コ
ル

一
切
↓也
」

と
平
等

の
慈
悲
を
旨
と
す
る
諸
仏

の
心
に
つ
い
て
述
べ
ら

れ
る
。
そ

し
て
、
ま
た
唐
突
に
本
願
成
就
未
成
就
、
念
声
是

一
、
乃
至

下
至
論
を
説
く

『選
択
集
』
と
の

一
致
箇
所
が
続
き
、
そ
れ
が
終
了
す

る
と

「抑

モ此
.
四
十
八
.
願
ハ皆
ナ
有
二抜
苦
與
樂
之
義
一爾
ル
故
者
ハ大
悲

者
ハ抜
苦
ナ
リ
大
慈
者

ハ與
樂
也
」
と
阿
弥
陀
仏
の
四
十
八
願
が
大
慈
大
悲

に
端
を
発

す
る
抜
苦
与
楽
に
基
づ
い
て
い
る
と
主
張
し

「発
ゴ
念
佛
之

誓
願
9我
等
衆
生
二抜
瞬
苦
ヲ
與
レ樂
ヲ心
」
な
ど
と
四
十
八
願
か
ら
数
個
の

願
を
取
り
上
げ
て
説
明
を
加
え
て
い
く
。

,
こ
の
よ
う
に

『選
択
集
』
と
の
同

一
箇
所
を
除
い
た

『無
量
寿
経
釈
』

オ

リ

ジ

ナ

ル

の
説

示

で

は

、

四

十

八

願

の
興

意

と

し

て

、

【
総

論

】

諸

仏

の
心

↓

慈

悲

、

【
各

論

】

阿

弥

陀

仏

↓

大

慈

大

悲

↓

抜

苦

与

楽

と

順

を

追

つ
て
進

ん

で

お
り

、

た

と

え

「
四

十

八

願

.
興

意

」

が

説

か

れ

る

か

ら

と

い

っ
て

『
選

択

集

』

と

同

一
内

容

が

説

か

れ

る

べ
き

必

然

性

・

必

要

性

は
存

在

し

な

い
。

し

た

が

っ
て
、

先

の

三
通

り

の
中

、

皿

の
処

理

こ
そ

が

妥

当

で
あ

り

、

そ

れ

に
応

じ

て

『
選

択

集

』

と

の
同

一
箇

所

に

の
み

見

ら

れ

る

「選

択

・
選

取

・
選

捨

」

も

ま

た

当

初

か

ら

は
存

在

し

な

い
用

語

で
あ

る
と

考

え

ら

れ

る

の

で
あ

る

。

B
、
正
定
業

の
文

問

.日
ク何

ガ故
ゾ
五
種
之
中

二～
中
略

～
乗

ン
彼
.佛

.
願
略必
ズ
得
二
往
生

誘
。ト
ヲ
【以

下

の
部
分

は

「広
本

」
に

の
み
あ

る
】
由
コ
ガ
願
不

一レ
虚
故

二以
ゴ
念
佛
↓
爲
コ
正
定

之
業
↓
本
願
,
義

ハ至

け下

二磨

滅
辮
ズ
但

.正

定
,
者
法
藏
菩
薩
於

」
二
百

一
十
億
諸

佛

,
誓
願
海
.
中

弓撰

二定

.念

佛
往
生
之

願
↓
故

二云

レ定
,
也
選
澤
之
義

亦
如

レ前

依

コ
ガ
此
等

.意

略故

二
以
び
念
佛

↓名
テ
爲

コ
ル
正
定
之
業
↓
者

.也
讃
諦
等
,
行

ハ
即
チ非

⊃
ガ
本
願
選
澤
之
行
'故

二名
テ
爲
以
助
ト
(
『
昭
法
全
』
八

一
頁

)

こ

こ
に

は

「選

択

～

二

回

」

「撰

(正
徳
版

は

「選
」
)
定

～

一
回

」

が

数

え

ら

れ

る
。
そ

し

て
、

こ

の
箇

所

は

「広

本

」
を
含

め

た

『
選

択

集

』

第

二

章

の
私

釈

と

同

一
で
あ

る
。

そ

し

て
、

こ

の
箇

所

に
も

先

の
A

と

同
様

の
疑

義

が

呈

せ

ら

れ

る
。
す

な

わ

ち

、
こ

こ
は

「
四

二
往

生

.
行

業

」

の

「
一
ニ
ハ
分

二
二
行

ご

に

つ

い

て

明

か

す

中

の

「
ニ

ニ
ハ
依

3
善

導

話
璽

得

失

こ

の
部

分

に
該

当

す

る
。

そ

し

て

「
一
二
二
行

ト
者

～

」

と

し

て

五

種

正

行

の
行

相

を

説

く

『
選

択

集

』

第

二
章

引

文

の

『
観

経

疏

』

と
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同
文
が
示

さ
れ
る
。
そ
し
て
、
再
び

「私
二云
ク
就
ゴ此
,
文
《有
コ
ニ
,
意
一

一
ニ
ハ明
コ
往
生
.行
相
↓
ニ
ニハ判
ゴ
ニ
行
.得
失
り
初
二明
コ
ト往
生
.
行
相
↓
者
ハ

～
」
と
し
て
、
前

の

『観
経
疏
』
と
ほ
ぼ
同
様

の
内
容
を
含
む

『選
択

集
』
第
二
章
全
文
に
あ
た
る
膨
大
な
量
が
続
く
の
で
あ
る
。
し
か
も
、

こ
の
箇
所
は

「三
部
経
釈
」
を
通
じ
て

『無
量
寿
経
釈
』
に
二
箇
所
し

か
見
ら
れ
な
い

「私
二云
ク
」
と
い
う
体
裁
を
と
っ
て
お
り
、
そ
れ
は
共

に

『選
択
集
』
と
の

一
致
箇
所
な
の
で
あ
る

(も
う

一
箇
所
は
や
は
り
第

二
章
の

『
往
生
礼
讃
』
の
引
用
が
終
わ
っ
た
後
の
私
釈
が
は
じ
ま
る
箇
所
で
あ

る
。
ち
な
み
に
恵
空
本

『阿
弥
陀
経
釈
』
に
も
二
箇
所

「私
云
」
は
確
認
で
き

る
が
共
に
恵
空
自
身
の
割
注
で
あ
る
)。
ま
た
、
そ
の
後
に
続
く
五
番
相
対

釈
を
め
ぐ

っ
て
、
「三
部
経
釈
」
成
立
当
初
か
ら
は
存
在
し
な
か

っ
た

と
す
る
永
井
隆
正
氏
に
よ
る
指
摘
も
あ
る
。

さ
ら
に
、
こ
の
箇
所
後
半

の

「広
本
」
に
の
み
存
在
す
る
箇
所
と
の

一
致
点
を
み
て
み
る
と
、
そ
こ
に
は
点
線
を
付
し
た

「本
願
.
義
ハ至
げ

下
二磨
ゆ辮
ズ
」
と

「選
揮
之
義
亦
如
レ前
」
と
の

一
節
が
あ
る
。
前
者
に

つ
い
て
は
既
に
岸

一
英
氏
が
、
本
来
は

『選
択
集
』
第
二
章
に
説
か
れ

て
い
る
部
分
で
あ
る
か
ら
、
第
三
章
に
説
か
れ
て
い
る
本
願
に
つ
い
て

「至
げ
下
二
」
と
な
っ
て
お
り
、
『無
量
寿
経
釈
』
で
は
そ
れ
を
そ
の
ま
ま

書
写
し
た
た
め
に
矛
盾
す
る
説
示
と
な
つ
た
の
で
あ
ろ
う
と
指
摘
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
後
者
に
つ
い
て
は
、
「広
本
」
で
は

「
シ
モ
ヲ
マ
ツ

ベ
シ
」
と
あ
る
。
「如
レ前
」
で
あ
れ
ば

『無
量
寿
経
釈
』
の
中
で
は
矛

盾
し
な
い
説
示
と
な
っ
て
い
る
の
だ
が
、
も
ち
ろ
ん
こ
れ
だ
け
で
は
先

の

「至
げ下
二」
と
数
十
字
を
隔
て
ず
に
矛
盾
し
て
し
ま
う
こ
と
と
な
る
。

あ
る
い
は
、
こ
の

「如
レ前
」
が

「至
け下
二」

を
受
け
た
意
味
合

い
で

あ

っ
た
と
し
て
も

『無
量
寿
経
釈
』
全
体

の
中

で
矛
盾
が
指
摘
さ
れ
る

こ
と
と
な
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
文
脈
が

つ
な
が
ら
な
い
と
い
う
責
め

は
免
れ
ま
い
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
や
は
り
こ
の
箇
所
も
m
と
し

て
処
理
す
る
の
が
妥
当
で
あ
り
、
そ
れ
に
応
じ
て

『選
択
集
』
と
の
同

一
箇
所
に
し
か
説
か
れ
な
い

「選
択

・
撰

(選
)
定
」
の
語
も
当
初
か

ら
存
在
し
な
い
用
語

で
あ
る
と
結
論
づ
け
ら
れ
よ
う
。

②

『観
無
量
寿
経
釈
』

A
、
光
明
平
等
義
に
つ
い
て

一
二平
等
,義
ト者
～
中
略
～
観
部
純
眞
法
界
之
理
9
人
云
何
ゾ被
ジ選
一捨
セ彌
陀
,

光
明
暗
(『昭
法
全
』

一
二
〇
頁
)

こ
こ
に
は

「選
捨
～

一
回
」
が
数
え
ら
れ
る
。
実
は
、
「三
部
経
釈
」

を
通
じ
て

『選
択
集
』
と
の

一
致
箇
所
以
外
で

「選
択
・
選
取

・選
捨

・

選
定
」
の
語
が
登
場
す
る
の
は
わ
ず
か
に
こ
の

「選
捨
」

一
箇
所

の
み

で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
箇
所
が

「三
部
経
釈
」
当
初
か
ら
存
在
し
、

光
明
の
摂
取

・
不
摂
取

の
問
題
を
論
ず
る
中

で
選
択
思
想
と
関
わ
り
な

く

「選
捨
」
の
語
が
登
場
し
た
と
考
え
て
も
何
等
不
思
議
は
な
い
。
し

か
し
、
そ
う
し
た
点
を
考
慮
し
た
上
で
も
、
さ
ら
に
こ
の
箇
所
に
は
次

の
よ
う
な
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
箇
所
は
寛
永
版

系
統

の
み
に

「被
シ
選
二捨
.」
と
あ
る
も
の
の
、
正
徳
版
で
は

「得
け漏

ル
ル
,ト
.」
と
あ
り
、
寛
永
版
系
統
に
も
三
十
数
字
前
で
は

「可
レ
漏
」
と
、
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正

に
正

徳

版

の

「得

レ
漏

」

に
対

応

す

る
語

が

説

示

さ

れ

て

い

る
。

正

徳

版

編

纂

時

に

、

義

山

が

「被

三
選

二
捨

」

を

「得

レ
漏

」

に
敢

え

て
改

訂

す

る
必

然

性

が

存

在

す

る

の
だ

ろ

う

か

。
疑

義

が

呈

せ

ら

れ

よ

う

。

B
、
光
明
本
願
義

に

つ
い
て

ニ
ニ
ハ本

願
.義
～
中
略

～
當
に知
本

願
最
モ
爲
レ強
ト

【以
下

の
箇
所

は
寛
永

・
承

応
版
系
統

の
み
に
あ
る
】
～
中
略
～
全
非
比
校
～
中
略
～
念
佛

ハ是

.既

二
二
百

一
十
億
.
中

二所
コ
選
取
誘
妙
行
ナ
リ
也
諸
行

ハ是
.
既
二
二
百

一
十
億
.
中
二所

コ選
捨

誘
麓
行
ナ
リ
也
故

二云
二
全
非
比
校
↓
也
又
念

佛
ハ是

.本

願
.
行
諸
行
ハ
是
.非
本
願
.

故

二云
二
全
非
比
校
↓
也

(『
昭
法
全

』

一
二

一
頁
)

こ

こ
に

は

「選

取

～

一
回

」

「選

捨

～

一
回

」

が
数

え

ら

れ

、

や

は

り

こ

の
箇

所

も

『
選
択

集

』
第

七

章

の
私

釈

と

同

一
で
あ

る
。
そ

し

て
、

こ

の
箇

所

に

も

ほ
ぼ

同
様

の
疑

義

が

呈

せ

ら

れ

る
。

す

な

わ

ち

、

こ

の

箇

所

は

「
一
ニ
ハ光

明

遍

照

ト
者

繹

コ
ル
ニ
此

文

↓
有

二
三
義

一
一
ニ
ハ
平

等

ノ
義

ニ

ニ
ハ
本

願

.
義

三

ニ
ハ
親

縁

等

.
義

ナ
リ
」

の
中

の
本

願

義

に

該

当

し

て

い

る
。

と

こ

ろ

が

、

『
選

択

集

』

で

は

「親

縁

等

ノ
三

義

」

と

「本

願

.
義

」

と

の

二

つ
を
挙

げ

て

い

る

に

過

ぎ

な

い
。

そ

し

て
、

『
無

量

寿

経

釈

』

オ

リ

ジ

ナ

ル

の
平

等

義

の
内

容

を

み

る

と

「撮

取

.
光

明

局

⊃
唯

ダ
念

佛

.
者

↓
其

.
故

ハ
於

二
纒

論

一博

ク
達

以
ル
之

二者

ヲ
照

囲
之

.
裟

婆

世

界

二
愚

擬

.
者

ハ
多

ク

智

恵

.
少

.
～

」

な

ど

と

あ

り

、

先

の
①

の
A

で

検

討

し

た

、

や

は

り

『
無

量

寿

経

釈

』

オ

リ

ジ

ナ

ル

の

「
四
十

八

願

ノ
興
意

」

と

ほ
ぼ

同
趣

旨

の
説

示

を

見

い
だ

す

こ
と

が

で

き

る
。

こ

の
こ

と

は

「
三

部

経

釈

」
全

文

が

【
四
十

八

願

興
意

↓

大

慈

大

悲

↓

平

等

義

】

と

い
う
趣

旨

か

ら
形

成
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
従

っ
て
、
こ
こ
で

『選
択
集
』

と
の

一
致
箇
所
で
あ
る
本
願
義
が
説
か
れ
る
こ
と
自
体
、
『観
無
量
寿

経
釈
』
を
か
え
つ
て
複
雑
に
し
て
い
る
と
の
感
を
抱
か
せ
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
言
う
な
ら
ば
、
「選
取

・
選
捨
」
が
説

か
れ
る
箇
所
は
正
徳

版
に
は
存
在
せ
ず
、
寛
永
版
系
統
の
み
に
見
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の

寛
永
版
系
統
独
自

の
箇
所
に
、
波
線
を
付
し
た
念
仏
の
勝
義
性
が
宣
揚

さ
れ
る

「全
ク
非
二比
校
ご

が
三
箇
所
示
さ
れ
、

「三
部
経
釈
」
を
通
じ

て
も
う

一
箇
所
説
か
れ
る

「全
ク
非
二比
校
'パ
『昭
法
全
』
一
二
二
頁
)」
も

ま
た
正
徳
版
に
は
な
く
寛
永
版
系
統
の
み
に
見

い
だ
さ
れ
る
。
先

の
A

と
同
様
、
正
徳
版
編
纂
時
に
義
山
が
敢
え
て
こ
う
し
た
重
要
な
記
述
を

削
除
す
る
必
然
性
が
存
在
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
先

の
A
と
考
え
合
わ
せ

る
に
、
正
徳
版
に
は

「選
取

・
選
捨
」

の
語
が
ま

っ
た
く
存
在
し
な
い

こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
他
に
も
寛
永
版
系
統
と
恵
空
本

・
正
徳
版
を

巡
る
書
誌
的
問
題
は
山
積
し
て
い
る
。

「三
部
経
釈
」

の
新
層

・
古
層

と
い
う
岸

一
英
氏
に
よ
る
指
摘
は
高
く
評
価
さ

れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、

寛
永
版
系
統
と
恵
空
本

・
正
徳
版
を
め
ぐ
り

「寛
永
版
等

こ
そ
が
、
ま

ず
原
形
を
と
ど
め
る
も
の
と
考
え
る
」
と
の
結
論

は
無
批
判

に
は
受
け

入
れ
が
た
い
。
二
種

の
系
統
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
間
軸
に
お
い
て
編
集

作
業
を
経

て
お
り
、
寛
永

・
承
応
版
系
統
は
正
徳
版
系
統
に
比
し
て
よ

り
強
く

「広
本
」
系
統
の
流
れ
を
汲
ん
で
い
る
と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
検
討
し
て
い
く
と
、
や
は
り

こ
の
箇
所
も
皿
と
し
て

処
理
す
る
の
が
妥
当
で
あ
り
、
そ
れ
に
応
じ
て

「選
取

・
選
捨
」
の
語
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東
大
寺
講
説
「三
部
経
釈
」
に
説
か
れ
る
「選
択
」
思
想

へ
の
疑
義

(林

田
)

も
当
初
か
ら
存
在
し
な
い
用
語
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

③

『阿
弥
陀
経
釈
』

A
、
念
仏
多
善
根
の
文
を
め
ぐ
っ
て

私
云
或
本
ニ
ハ大
小
者
上
引
極
樂
無
爲
等
文
井
出
二浄
土
文
.中
暢專
持
等
二
十
一

字
同
二選
澤
鴫
(『昭
法
全
』

一
三
五
頁
)

こ
こ
で
は

「選
択
～

一
回
」
が
数
え
ら
れ
る
。

こ
の
箇
所
は
、
『阿

弥
陀
経
釈
』
諸
本
を
通
じ
て
恵
空
本
の
み
に
み
ら
れ
る
割
注
で
あ
る
。

そ
し
て
、
も
ち
ろ
ん
こ
の
割
注
は
、
寛
永
版
系
統

で
は

『選
択
集
』
第

十
三
章
と
同

一
の
文
章
が
続
く
こ
と
を
鑑
み
た
恵
空

が

「同
二選
択
二

と
記
し
た
の
で
あ
っ
て
、
こ
の

「選
択
」
が

『選
択
集
』
を
指
す
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
る
。

B
、
八
種
選
択
の
文

凡
案
二
三
経
ノ意
一諸
行
中
二選
二澤
念
佛
一以
ア爲
二旨
蹄
一～
中
略
～
故
知
三
経
共

二選
二澤
.,ア念
佛
一以
爲
二宗
致
↓耳

(『昭
法
全
』

一
四
四
～

一
四
五
頁
、

一
五

六
～

一
五
七
頁
に
も
あ
り
)

こ
こ
に
は

「選
択
～
三
四
回
」
が
数
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
や
は
り

こ
の
箇
所
も

『選
択
集
』
第
十
六
章
に
説
か
れ
る
八
種
選
択
と
同

一
で

あ
り
、
こ
の
箇
所
に
も
ほ
ぼ
同
様
の
疑
義
が
呈
せ
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち

既
に
八
種
選

択
の
成
立
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
た
藤
堂
恭
俊
博
士
が

「八

種
選
択
義

に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
八
種
が
、
『三
部
経
釈
』
よ
り
後
に
成

立
し
た

『逆
修
説
法
』
の
上
に
、
既
に
す
べ
て
で
そ
ろ
っ
て
い
る
」
と

指
摘
さ
れ
て

い
る
。
と
こ
ろ
が
藤
堂
博
士
は
、
恵
空
本
や
正
徳
版
、
さ

ら
に
は
寛
永
版
系
統
に
も
記
載
の
あ
る
こ
の
箇
所
を
検
討

の
組
上
に
も

の
せ
て
い
な
い
。
明
ら
か
に
後
筆
で
あ
ろ
う
と
判
断
さ
れ
た
証
左
で
あ

り
、
筆
者
も

「三
部
経
釈
」
全
体
を
検
討
し
た
結
果
、
藤
堂
博
士
と
同

様
の
立
場
を
と
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

以
上
、
「三
部
経
釈
」
に
説
か
れ
る
総
数
六
十
九
箇
所
に
及
ぶ

「選

択

・
選
取

・
選
捨

・
選
定
」
の
語
は
す
べ
て
に
わ
た
っ
て
疑
義
が
呈
せ

ら
れ
る
箇
所
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

三
、

お
わ
り

に
～
東

大
寺
講
説

「三
部

経
釈
」

の
位
置
～

法
然
自
身
も

「予
ハ立
ゴ
.ア選
択
.
一
義
↓造
二選
択
集
一也

(『浄
土
宗
要

集
聴
聞
』)」
と

『選
択
集
』
に
お
い
て
選
択
思
想

を
立
て
ら
れ
た
こ
と

を
述

べ
て
い
る
。
本
稿

で
指
摘
し
た

「三
部
経

釈
」
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

「選
択

・
選
取

・
(選
捨
)
・
選
定
」
が
存
在
し
な
い
と
い
う
事
実

は
、
そ

れ
を
裏
付
け
る
こ
と
と
も
な
り
、
同
時
に
法
然

の
思
想
史
を
検
討
す
る

上
で
非
常
に
重
要
な
意
味
を
持

つ
。

つ
ま
り
、

『選
択
集
』
で
説
示
さ

れ
る
念
仏
諸
行

の
勝
劣
義
に
基
づ
く
選
択
思
想

と
は
異
な
り
、

「三
部

経
釈
」
時
点
で
の
法
然

は
、
本
願
に
基
づ
く
易
行
な
る
称
名
念
仏
を

「前
後
.多
文

(『無
量
寿
経
釈
』)
・多
分
.
意

(『阿
弥
陀
経
釈
』)
」
に
基
づ

い
て
懇
切
に
説
い
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

(紙
面
の
都
合
上
、
詳
細
な
検
討
は
別
稿
に
譲
り
、
末
註
は
略
す
)

〈キ
ー
ワ
ー
ド
〉

法
然
上
人
、
選
択
、
選
取
選
捨
、
「三
部
経
釈
」
、
『選
択
集
』

(大
正
大
学
非
常
勤
講
師
・浄
土
宗
総
合
研
究
所
専
任
研
究
員
)
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